






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































124地 144地 35地 １５地
(注）かっこ内の数字は，原史料の数字のうち明らかに誤りと,思われるものや欠落したもの
の，訂正値である。
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以上の表は，王国末期の東恩納村地割帳（小野武夫編「近世地方経済史
料』第９巻所収）を整理したものである。これによれば本島中部の東恩納
村では，１９世紀中葉に至っても，地割によって各人の保有高が変る総有制
的な割替を行っていたことが判明する。地割配当者66名のうち，前保有高
と変りのない者は26名に過ぎず，他の40名は増減いずれかの変動となって
いる。なかには22地もの増配当を受けた者もあり，頭配分を基本とした久
米島の場合とはかなり異なった階層分化の様相を示している。しかしいず
れの場合も，検地名寄帳とは無関係の配当であった。同史料の末尾には，
おえか人や検者，下知役による次のような文書が付されている。
右東,恩納村の儀，疲入候付，地割直り被仰付候に付，頭御役，御登役々
差越，家内の厚薄，人数の多少御見合，本行之通り割直り，如斯御座候，
以上
子正月五人ざはくり
そうこうさくあたい
惣耕作当
右之通相違無御座候，以上
子正月検者宮里親雲上
下知役義元里親雲上
他方，このような地割配当地に対しては，－地当たり多様な貢租が賦課
された。前掲書には，上記の地割帳に続いて，「東恩納村一地に対する賦
課方」という頭注の下に，次のような賦課史料が掲載されている。
板札之仕様左之通
（之）本文通，村中家内々々江，板木L－枚宛相渡置申候，尤免数々儀は，家内之
厚薄地方に応じ，高相立渡置候
覚
一地弥石の屋ノ
かまと宮城
ふみたてかない
田方REI立叶
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一米２斗３升７合８勺５才
（内訳略）
畠方路立叶
一麦１斗４升４合２勺３才
（内訳略）
壱地当高
一砂糖７２斤８合２勺６才
しゆろかわ
－椋梠皮６合４才
ばしょう
－下わせを大；愚２合３勺３才
一中わせを大縄３勺９才
一千かま７才
－わらひ葛７才
_かま筵１勺７毛
一楮皮ｌ合８勺
一か治すみ３斤８合８勺
一真竹３勺２才
_炭７１斤５合２勺８才
_薪木６合３勺９才
_炬竹８勺６才
右一年之上納分賦り置相渡候間，間切より様子次第無間違可相納候，尤諸
雑収之儀は，三年米を以相渡候故，増減有之候間，其心得可有之候，以上
ちくどの
子七月検者富里筑登之親雲上
ざといし
下失ﾛ役義元里之子親雲上
上記の文書は，威豊２年の地割の際にｌ地を配当された，弥石ノ屋かま
と宮城に対する賦課通知書である。この種の個別農民に対する通知書はき
わめて少なく貴重なものであるが，この事例によればｌ地当たりの貢租
は，米２斗３升７合余，麦１斗４升４合余のほか，砂糖，椋梠皮，芭蕉大
縄，千がま，葛，楮，鍛冶用炭，真竹，炭，薪，たいまつ用の竹など多様
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な上木類を含んでいた。このように東恩納村では，王国末期においても村
落総有の地割配当に基づいて，貢租の配賦が行われたとみることができる
のである。石高制に固有な名寄帳に基づく賦課は，どこにも認めることが
できない。
以上のように本島では貧富の格差が進み，耕地の配当も不均等であった
が，割替の際に配当高が変化する村落総有制は，引続き維持きれていた。
このことは名請地の世襲によって事実上の所有権の成熟が進んだ，石高制
下の土地制度と大きく異なるものであり，沖縄諸島や先島諸島の土地所有
権の確定（土地整理事業）が，２０世紀初頭を待たなければならなかった大
きな理由であった。他方，この間石高に基づく貢納や貢租の賦課は，先に
述べたように薩摩藩と王府，王府と地頭地や村々の間にとどまり，個別農
民に対する石高賦課を制度化することはできなかった。間切内の村々は，
慶長検地に基づく検地１帳や名寄帳の作成後も，引続き村落総有制を基本と
した地割制度を維持し，名寄帳にかかわりなく，人頭やｌ地，２地等の地
割配当に基づいて貢租を配賦したのであった。
8．農民への賦課一先島諸島の場合一
宮古，八重山諸島の貢租制度は，明治36年（1903）１月の地租条例の公
布まで，長期にわたって人頭賦課の制度（琉球処分後は人頭税制）を維持
した。前掲の「御当国御高並諸上納里積記」は，「両先島上納之事」とし
て次のように述べている。
たまな}よ宮古島上納之儀，寛永二（天啓五）乙丑年，玉】B覇親雲上渡海二て物成
だし】がけ
究之時，代懸を以$内粟弐千百五拾四石五斗二升二才取立有之，右之内より
反物御用分ハ御買入之筋二被仰付置候処，寛永拾三（崇禎九）丙子年，御
ずがけ当国初て人数改有之，其翌年より頭懸之配当二被pU付置候（中略）
しか しかるところ八重山Ⅲ鳥上納之儀，以前納米取立様，然と不相見得由候，然処宮古島
之格ニシテ，納米之内より反物御用分，代引合二て取立，頭懸之配当二被
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仰付置候
以上によれば宮古島では当初定率貢租として，粟2,154石余を取立て，
そのうちから反物御用分を貢入れていたが，寛永13年に人数改を行い，翌
14年（1637）から人頭賦課とするよう命ぜられた゜八重山島の場合も，当
初は詳細不明ながら，納米取立が行われていた由であるが，その後宮古島
の例に倣って納米のうちから反物御用分を換算で取立て，人頭配賦とする
よう仰せ付けられることになったというものである。同書およびｒ沖縄県
旧慣租税制度」（｢沖縄県史』２１巻所収）によれば，両島の上納貢租は，寛
永14年以後つぎのようなものとなった。
宮古島
高12,458石（石未満切捨）
貢租粟4,599石
内1,939石粟納
2,659石反布代納
八重山島
高6,637石（石未満切捨）
貢租米3,089石
内1,286石米納
1,802石反布代納
両島とも反布代納が粟納や米納を上回ったが，島民への賦課は上記のよ
うに寛永14年以降，頭懸（人頭賦課）によって行われた。すなわち宮古島
では，15歳から50歳までの男女を上男女（21～40歳)，中男女（41～４５
歳)，下男女（46～50歳)，下々男女（15～20歳）の４段階に分けて賦課率
を定めたが，その際士族，おえか人とその家族および子孫の一部を免除し
たり，比較的簡易な白布の製織を課し，庶民男女に細上布などの複雑な製
織を命じたため，一般島民への負荷をさらに加重することになった。
他方，このような貢租の人頭賦課は，製品や産物の質を高め，収納量を
確保するため，労働過程に対するきびしい監督と強制を伴った。たとえば
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宮古島の細上布・縮布の製織は，「織女ノ家二於テ織ルコトヲ許サズ，各
村共二其ノ村番所ノ構内二三四ノ貢布小屋ヲ設ケ，担当織女及手叶ハ毎日
麦二至りテ，村吏力監督ノ下二織立二従事セリ」（｢県史』２１，ｐ､244)。ま
た八重山島の場合も「弐拾祷繍illiillI市ﾉ穂ﾊ('４),石垣,登野城,大川,真とのぐすくま
えさとひらえみやらしらぽあらかわ
栄里，平得，宮良，白保，大浜，新Ⅱ|ノ九ヶ村二限り分賦ス，蓋シ此等ノ
くらもと
反布ハ最モ厳重ﾅﾉﾚ監督ヲ要スノレモノトシテ，蔵元附近ノ処ニアラザレ
バ，絶へズ注意ヲ与フルコト能ハザルヲ以テナリ」（同書ｐ255）と述べ
ている。
また農耕についても作付や農作業に対して，立ち入った指示や監督が行
われた。たとえば乾隆33年（1768）「与世山親方八重山島農務帳」（｢沖縄
県史料，前近代６』所収）は，「農事手入之事」として，おえか人に対し
所管の村々の百姓持の畠を一々帳面に書きとめ，持不足の者には家内人数
に応じて仕明を重ねさせ，年々の諸作物の植付，蒔入を次のように指示せ
よと命じ，粟，麦，芋，菜種子の作付面積を定めている。また１月から１２
月までの農作業を事細かく定め，耕作の指示監督については，村出口に番
屋を作っておえか人に出勤して作人たちを作場へつれだし，作業を監督さ
せた。また作業繁多の時節には未明に村中で拍手木を打鳴らし，卯の刻に
は百姓を１人残らず作場へ追出すこととしている。このような指示は同治
13年（1874）「八重山諸村公事帳」（｢石垣市立八重山博物館紀要』創刊号
所収）にも認められ，遅出の者は「科鞭五ツ」と定められている。
以上のような米粟・織布の人頭賦課と，その質量の確保のための，労働
過程に対するきびしい監督と強制は，生産物貢租の上納責任を条件とし
て，労働管理自体を自己に委ねる石高制度とは，異質のものといわなけれ
ばならないであろう。
あとがき
慶長検地以後の琉球王国の貢租制度は，これまで本土の石高制度の導
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入・定着と考えられてきた。たしかに検地を通じて王国の石高を定めた薩
摩藩は，その査定石高に基づいて高懸り納物を王府に賦課し，王府もまた
領内の地頭や間切村々に，薩摩藩の査定した石高に基づいて，高懸り納物
や貢租を賦課した。しかし頻繁な旱越や台風などのきびしい気候･風土は，
石高制成立の前提となる諸条件（田畠などの地目と地位，面積，反収など
の安定性と個別農民の営農，年貢負担能力の自立）の成熟を困難にし，耕
地・杣山などの村落の総有（固定的な持分を認めない村落総体の所有）と
地割制に基づく強い共同体的結合を，村々と住民生活を支える不可欠の要
件としたのであった。そのため間切内の村々は，慶長検地に基づく検地帳
や名寄帳の作成後も，引続き固定的な持分を認めない地割制度を維持し，
名寄帳にかかわりなく，人頭やｌ地，２地等の地割配当に基づいて貢租を
配賦したのであった。このことは，名寄帳への登録によって名請地と名請
人の結合を強め，事実上の所有権の成熟を進めた石高制下の本土農村と決
定的に相違する点であった。このような事実に基づいて先に刊行した小著
は，琉球王国時代の土地・貢租制度を擬似石高制と呼んだが，今回はあら
ためてこれを，総有地割制と規定し，結びとすることにしたいと思
う('5)。
《注》
(1)「那覇市史，資料編第１巻の２ｊ所収。
（２）乾隆内検の際の具志川間切の総石高1.712石２斗５升６合２勺９才のう
ち，仕明地石高は18石９斗８升２合８勺に過ぎなかった。「南島経済史の
研究ｊｐ８２参照。
（３）『近世地方経済史料』第10巻所収。
（４）慶長検地の石高。
（５）寛永12年の盛増（高１石当たり７升３合６勺５才01)。
（６）１かや＝10O丸き＝１，０００つか。
（７）田方の正米量が，過大な石盛に基づく石高を上回ったのは，縄延びによ
るものと思われる。逆に皇方の正雑石は石高を大幅に下回っているが，そ
の理由はつまびらかでない。
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（８）全地頭の作得帳については，『南島経済史の研究」ｐ60以下を参照。
（９）解読のうえ，沖縄久米島調査委員会編「沖縄久米島資料編」に収載。
(10）神事をつかさどる祝女（のろ）の役地。
(11）三拾三年戊子年の誤りと思われる。
(12）田畠高の誤りと思われる。
(13）三拾弐年丁亥七月の誤りと思われる。
(14）１桝（よみ）は１手（ちゆちぃ－，経糸８本）の10倍（80本)，２０桝は
1,600本，總糸は苧麻糸。
(15）沖縄本島知念村の久高島では，1983年の調査当時も耕地杣山などの総有
制を維持し，法務省那覇地方法務局与那原支所へは，宅地や祝女殿内（の
ろどんち）の私有地以外は，すべて宇久高区長の名儀で登記されていた。
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TheTributeSystemintheRyukyuanKingdom 
aftertheKeichoLandSurvey 
ＨｉｒｏｆｕｍｉＹＡＭＡＭＯＴＯ 
《Abstract》
Overthecourseofthefifteenthandsixteenthcenturies，ｔｈｅRyu‐ 
kyuanKingdomhadsucceededinunifyingtheentireSouthwestlsland 
Archipelago､However,ａｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅＳａｔｓｕｍａＩｎｖａｓｉｏｎｅarlyinthe 
seventeenthcentury（ｉｎ1609,thefourteenthyearoftheKeichoera,to 
beprecise)，thekingdomwasforcedtocedetheAmamiIslandsand， 
further,torendertributetoSatsuma・Thistributewasassessedaccord-
ｉｎｇｔｏａｓｔａｎｄａｒｄｋｎｏｗｎａｓん0ルルclltz肋，ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅ
ＫｅｉｃｈｏＬａndSurvey 
lnthissurvey，thevaluesandamountsofvariousagriculturaland 
otherproductswerecalculatedintermsofunpolishedrice，withthe 
koku（approximatelyl801itres）servingasthestandardunitProducts 
fromeachandeveryvillageandalladultpeasantswerelikewise 
assessedbytheKeichoSurveyandregisteredinanofficialroll（known 
asNayose-cho).OnthebasisoftheseADoﾙzMzADaregistrylists,theroyal 
courtleviedvariousformsoftributeonthevillages 
Inturn,eachvillagedeterminedtheamountｏｆｔｒｉｂｕｔｅｔｏｂｅｐａｉｄｂｙ 
ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｐeasants、ThisaUotmentfromvillagememberswas，ｈｏｗ‐
ever,notsetaccordingtotheA3oﾉｩzMtzﾉﾔαstandard,ｂutpercapitaorper 
unitofallotmenｔｏｆｌａｎｄ,for,intheRyukyuKingdom,theholdingsof 
individualpeasantswerefrequentlyalteredbyallotmentoflandatthe 
villageleveLSincetheSouthwestIslandswereunderconstantthreat 
fromnaturaldisasters，suchastyphoonsanddrought，ｔｈｅｃｏｍｍｏｎ 
ｏｗｎｅｒshipofforest，ｆｉｅｌｄａｎｄａｒａｂｌｅｌａｎｄｗａｓｖｉｔａｌｆｏｒｔhecontinuing 
existenceofthevillagesandthesurvivaloftheinhabitantsThus,ｉｔiｓ 
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clearthatthefrequentallotmentoflandwasthefundamentalbasisfor 
thiscommonownershipForthisreason，itwasimpossibleforthe 
holdingsofeverypeasantregisteredintherolltofunctionasthebasis 
fortributeassessmentlnthissense，ｉｔｃａｎｂｅｓａｉｄｔｈａｔｔｈｅＲｙｕｋｕａｎ 
Ｋｉｎｇｄomassessmentsysteｍｗａｓｎｏｔｔｈｅル0〃-伽肋systemassuch,but
acommunalassessmentsystem． 
